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1.  はじめに 
 
建設業における BIM （ 注 1 ）（Building Information 

Model）の普及は，建築生産における情報伝達手法の変

革 1）と言われているものの，現状では，計画・設計段

階の設計ツ－ルとしての利用が主である。 
建築物の性能は，設計仕様で決まることが多く，設

計者は，建築の専門的な知識を比較的有しない発注者

に対して設計コンセプトを正確に伝え，意図を確認す

る行為は，極めて重要である。計画・設計段階の建築

物を発注者の観点で建築空間を体感し，様々な視点で，

性能の評価を行う際，必要とされる情報を必要に応じ

て，適切に提示し，評価することが可能な機能，つま

り対話機能こそ情報伝達にとって必須と考える。 
現状，市販されている BIM のソフトウェアは，操作

面，機能面ともに不十分なことが多く，性能予測評価
2）を含めた合意形成のツ－ルとして活用の域に達して

いるとは言いがたい。 
筆者らは，高度な対話機能の開発として BIM と VR

（Virtual Reality）の連携システム 3）を開発した。本報

では，設計者が作成した BIM のモデルと設計仕様の情

報を的確かつ簡便に表示することが可能な VR システ

ムを実施例を交え紹介する。更に，BIM と VR の連携

システムを拡張し，ユ－ザが簡便な操作で自ら設計情

報を評価することを目的としたビュ－アシステム 4）を

開発し，意匠，構造，設備の設計情報を対象として設

計情報の評価を行った事例を紹介する。 
 
 

2.  システム概要 
 
従来，設計情報の評価を行う際に必要とされる情報

は，二次元の図面を元に作成した三次元モデルの他に，

事前に想定できる範囲内の情報（注 2）を VR システム（注

3）に与え，必要に応じて提示し評価を行っていた。そ

の場合，扱う情報は，様々な評価者（注 4）を対象とする

ため，リアルタイムに合意形成を含めた設計情報の評

価を行うには，扱う情報の量や情報提示の機能ともに

不十分でないかと懸念されていた。設計情報の評価を

その場でリアルタイムに適正に行うには，更に，扱う

情報の量を増やし，その情報提示能力を高める，つま

り評価者と VR システムとの対話能力を高める必要が

ある。 
設計段階における意匠，構造，設備を対象とした場

合の対話能力を高める手法としては，設計者が作成す

る BIM を対象とすることで，想定内容を事前に準備す

る必要はなく，適正な設計情報の評価がその場でリア

ルタイムに行うことが可能となる。そこで，効果的に

対話が行えるシステムとして前報 5 ）で紹介した

「Hybridvision」に以下，（１），（２）に示す BIM の情

報提示，テクスチャマッピング（注 5）切り換え機能の拡

張を行った。 
（１）BIM の情報提示 
従来の三次元建築モデル（パ－ス等の建物形状）の

他，部材の情報，室の情報も提示可能とした。部材情

報の提示は，三次元指示マウスにより指し示す選択操

作で行い，室の情報は，評価者が現在いる視点位置を

元に自動的に提示する。 
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（２）テクスチャマッピングの切り替え 
対話能力を高めるため，部材の情報，室の情報を提

示した際，建物モデルに予め設定されている床，壁，

天井などの仕上（テクスチャマッピング）を対象とし

て三次元指示マウスを使用し任意に変更を行うことを

可能とした。従来のテクスチャの切り換えとは異なり，

所定のフォルダ内に存在する全テクスチャデ－タを対

象とするため，想定外のリクエストにリアルタイムに

対応することが可能となる。 
更に，設計段階で発注者との迅速な合意形成や施工

者へ設計意図の周知を図り展開して行く際に，時間や

場所の制約で Hybridvision を活用出来ない場合がある。

そこで，評価者（注 4）の PC（パ－ソナルコンピュ－

タ）環境で簡便な操作で設計情報を評価することが可

能な汎用的な環境を構築するため，ビュ－アシステム

の開発を行った。Hybridvison とビュ－アシステムの概

念図を図－１に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－１では，設計者が作成した BIM のモデルは，質

感を高めた上で FBX フォ－マットに変換し，VR シス

テムに取り込むことで設計仕様としての属性情報の提

示とともに Hybridvision での仮想体感を実現する。   
Hybridvision は，高さ 2.4m×幅 5.6m の大型スクリ－

ンを使用しており 2 機の立体視対応プロジェクタでリ

ア投影している。プロジェクタには，5 台のパソコン

と大規模解析用可視化サ－バが接続されており立体

（左右両眼）画像を生成している。映像のコントロ－

ルは，三次元マウスとジョイパッドで行う。液晶シャ

ッタ眼鏡を使用することで立体視が可能となる。更に，

特定の箇所からは 1:1 スケ－ル（実物大）での体感が

可能である。 
更に，Hybridvision に取り込んだ BIM のモデルを変

換することでビュ－アシステムでの閲覧を可能とする。 
ビュ－アシステムは，WindowsPC 上で設計者が作成し

た BIM のモデルを設計仕様としての属性情報とともに

評価者自身が直感的な操作で自由自在にウォ－クスル

－しながら様々な視点で閲覧・確認が可能である。特

に，Hybridvision のような大規模なシステムを必要とせ

ず，評価者の PC 環境で設計情報を三次元で容易に確

認することが可能である。 
 

3.  システムの適用事例 
Hybridvision とビュ－アシステムを使用した具体的な

適用事例を以下に示す。 
 
3.1  Hybridvision を使用した事例 
3.1.1 対象とした建物 
 図－２に示すような設計者がデザインを検討する際

に作成したモデル（延床面積 約 2,500ｍ２，地下１Ｆ，

地上８Ｆ）を評価の対象とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－1 VR システムとビューアシステムの概念図 

Fig.1 Conceptual diagram of VR system and Viewer system

17,100

25
,6

70
 

図－2 建物の外観 

Fig.2 The outside of designed building 

三次元指示デバイスのポインタ 

図－3 BIM の部材情報の提示 

Fig.3 Presentation of building material information 
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3.1.2 適用事例 

図－３～図－４に適用イメ－ジを示す。 
（１）図－３に示す例は，３Ｆの執務室を評価する際

に扉を三次元指示デバイスで選択し，提示した

BIM の部材情報である。 
（２）図－４に示す例は，３Ｆの執務室を評価する際

に現在いる視点位置を元に自動的に提示した

BIM の室情報である。この情報は，評価を行う

際に必要とされる室の主な仕様であり，三次元

建築モデルとあわせて提示することで多数の評

価者とともに仕様を確認することが可能となる。 
（３）図－５に示す例は，床の仕上を対象にテクスチ

ャの DB を参照し，三次元指示デバイスを使用

して任意に変更を行い検討している状況である。

この機能を使用することで，仕様の検討から確

定までのプロセスを迅速に行うことが可能とな

る。 
Hybridvision の機能拡張を行ったことで，設計情報の

評価を多数の評価者とともに１：１スケ－ルでリアル

タイムに行うことが可能となり合意形成時における設

計情報との対話能力が更に高まった。 
 

3.2  ビュ－アシステムを使用した事例 
3.2.1 対象とした建物 

写真－１に対象とした建物（延床面積 約 6,409m2，

地下１Ｆ，地上４Ｆ，搭屋１Ｆ）の改修工事後の外観

を示す。竣工図デ－タを元に図－１に示すフロ－の中

のビュ－アシステムを用いて設計情報の評価を行った。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－4 BIM の室情報の提示 

Fig.4 Presentation of room information 

図－5 テクスチャの切り替えの提示 

Fig.5 Presentation of changeover texture 

写真－1 改修工事後の建物の外観 

Photo.1 The outside of renewal building 

写真－2 操作状況  

Photo.2 User operation image 

図－6 設計情報の提示  

Fig.6 Presentaion of design specification 
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3.2.2 適用事例 
（１） 写真－２に操作状況を示す。評価者の操作環境

で Hybridvison と同様に，JoyPAD での操作を

実現している。この操作は，従来の三次元建

築モデルの他，BIM の属性情報としての部材

情報，部屋情報と併せてユ－ザの簡便な操作，

自由な視点での閲覧を可能としている。 
（２） 図－６に示す例は，設計情報（意匠，構造，設

備）を任意に切り替えることで，設計情報とし

て意匠の他，構造，設備まで対象範囲を拡大し

閲覧している状況である。 
（３） 図－７に示す例は，設計者が入力した属性情報

の他，外部ファイルの参照を行い，更にユ－ザ

自身が着目した視点を任意に登録，選択し再現

しながら評価を行っている状況の画面である。 
更に，従来，Hybridvion の機能であった解析結

果の融合表示をビュ－アシステムに移植したこ

とでパ－ソナル空調からの気流を検討して，設

計性能の評価を行っている状況の画面である。 
ビュ－アシステムによる設計情報の評価は，大規模

なシステムを必要とせずに評価者の PC 環境で直感的操

作で容易に確認することが可能である。このことによ

り，更に評価者間のコミュニケ－ションを活性化させ

ることができる。 

 

4.  おわりに 
 
筆者らは，計画・設計段階における BIM を活用し

Hybridvision との連携機能，更には，ビュ－アシステム

を開発し，有効性を確認した。本システムは，計画・

設計段階での活用以外に施工段階，竣工後の維持管理

段階まで適用可能である。今後は，更に機能を充実さ

せて実用展開していく予定である。 
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(注 1) BIM とは，建築の様々な情報が統合された建築モデルと

それを用いた維持管理手法を指し多くの場合，三次元モ

デルがその中核となる。BIM で使用する建築の三次元モ

デルは，「壁」，「柱」，「窓」などの建築要素，「空調」，

「電気」，「衛生機器」などの設備要素，「鉄骨」，「鉄

筋」などの構造要素，各要素の寸法や「仕様」などの属

性を含むオブジェクトデータの集合体とされている。 

(注 2) ここでは比較検討を行う際に必要な仕上材を言う。 

(注 3) 本システムは，大画面没入型 VR システムと三次元指示

デバイスを使用する。表示はすべて，マルチスクリーン

上に立体視で提示され(液晶シャッターメガネ使用)，操

作は，ジョイパッドと三次元指示デバイスで行う。 

(注 4) ここでは施主，共同設計者，施工者などそのプロジェク

トの関係者を言う。 

(注 5) テクスチャとは，3次元 CG で，物体の表面の質感を表

現するために貼り付ける画像。テクスチャを物体表面に

貼り付けることをテクスチャマッピングという。 

 

視点登録・再現

外部ﾌｧｲﾙ参照 

図-7 外部ファイル参照の提示  

Fig.7 Presention of outside file 


